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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービス受付制御を実行する基地局装置での方法であって、
　前記基地局装置は、セルラネットワークへのインタフェースと、ブロードバンド装置に
接続するインタフェースとを有し、
　前記ブロードバンド装置は、ブロードバンドネットワークへのインタフェースを有し、
　前記基地局装置は、前記セルラネットワークの装置へのサービスアクセスを提供するよ
うに適合され、
　前記サービスは、前記ブロードバンドネットワークを通じて提供され、
　前記方法は、前記基地局装置において、
　前記セルラネットワークの装置からサービス受付要求を受信するステップと、
　前記サービスについて十分なリンク容量がブロードバンド接続で利用可能であることを
確認するために、前記ブロードバンド装置にリンク容量要求を送信するステップと、
　前記ブロードバンド装置から、前記ブロードバンド接続で利用可能なリンク容量を示す
リンク容量応答を受信するステップと、
　受信した前記リンク容量応答から、前記サービス受付要求を許可するか拒否するかを決
定するステップと、
　前記セルラネットワークの装置にサービス受付応答を送信するステップと
　を有する方法。
【請求項２】
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　前記セルラネットワークの装置でのサービスの中断時に、前記中断を前記ブロードバン
ド装置に示すステップを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基地局装置は、フェムトセルである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記基地局装置は、前記ブロードバンド装置に含まれる、請求項１ないし３のうちいず
れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　サービス受付制御を実行するブロードバンド装置での方法であって、
　前記ブロードバンド装置は、ブロードバンドネットワークへのインタフェースと、基地
局装置に接続するインタフェースとを有し、
　前記基地局装置は、セルラネットワークへのインタフェースを有し、
　前記方法は、
　サービスについて十分なリンク容量がブロードバンド接続で利用可能であることを確認
するために、前記基地局装置からリンク容量要求を受信するステップであり、前記サービ
スは前記セルラネットワークの装置により要求されるステップと、
　リンク容量応答を前記基地局装置に送信するステップであり、前記応答は前記サービス
について前記ブロードバンドネットワークでのリソースの可用性を示すステップと
　を有する方法。
【請求項６】
　前記リソースが前記ブロードバンドネットワークで利用可能である場合、前記サービス
は許可され、前記リソースが前記ブロードバンドネットワークで利用可能でない場合、前
記サービスは許可されない、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　リソース予約要求は、サービスの優先レベルの指示を有し、
　前記リソースが前記ブロードバンドネットワークで利用可能でない場合、前記ブロード
バンド装置は、既に許可された低い優先度を有するサービスを中断し、要求されたサービ
スを許可する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記基地局装置にブロードバンドのリンク状態を示すステップを有する、請求項５に記
載の方法。
【請求項９】
　前記ブロードバンド装置は、１つより多くの基地局装置に接続され、各基地局装置は、
優先レベルを有し、受付応答は前記基地局装置の優先度に依存する、請求項５に記載の方
法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概してレジデンシャルゲートウェイ（residential　gateway）に関し、特に
リソース割り当て及び受付制御（admission　control）の方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この部分は、様々な技術側面を読者に紹介することを目的としており、様々な技術側面
は、以下に説明する本発明及び／又は特許請求の範囲に記載の本発明の様々な態様に関係
し得る。この説明は、背景情報を読者に提供し、本発明の様々な態様のより良い理解を容
易にする際に有用になると考えられる。従って、これらの記載はこの観点から読まれるべ
きであり、従来技術の認定ではないことがわかる。
【０００３】
　フェムトセル（femtocell）は、マクロセルのセルラ基地局（以下ではマクロセルと記
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載する）に機能的に類似したセルラ基地局である。フェムトセルはまた、アクセスポイン
ト基地局とも呼ばれる。これは、セルラハンドセットをセルラネットワークに接続するよ
うに適合される。基地局によりカバーされる領域はセルと呼ばれる。セルラハンドセット
がセルにある場合、基地局に接続することができる。フェムトセルは、マクロセルよりか
なり小さいセル範囲をカバーするように適合される。フェムトセルの典型的な使用は、ビ
ル内でマクロセルにより到達しない領域をカバーするためである。フェムトセルはまた、
ブロードバンドネットワークを通じてコアネットワークにアクセスを提供するために、ホ
ームネットワークで使用されることもある。ホームゲートウェイと結合して、フェムトセ
ルは、マクロセルを通じた接続ではなく、ゲートウェイを通じてコアネットワークへのセ
ルラ装置の接続を許容する。ブロードバンドのリンク容量は、リンクの物理特性に依存し
、ホームネットワークの設備毎に変わる。利用可能なリンク容量は、フェムトセルからの
全てのトラヒックを可能にするほどブロードバンドで十分でない可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、受付制御機構を提供することにより、利用可能なリンク容量に関する問題の
うち少なくともいくつかを改善することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、サービス受付制御を実行する基地局装置での方法に関し、基地局装置は、セ
ルラネットワークへのインタフェースと、ブロードバンド装置に接続するインタフェース
とを有し、ブロードバンド装置は、ブロードバンドネットワークへのインタフェースを有
し、基地局装置は、セルラネットワークの装置へのサービスアクセスを提供するように適
合され、サービスは、ブロードバンドネットワークを通じて提供される。
【０００６】
　このため、この方法は、セルラネットワークの装置からサービス受付要求を受信するス
テップと、ブロードバンドネットワークでのサービスを可能にするために、ブロードバン
ド装置にリソース予約要求を送信するステップと、ブロードバンド装置からリソース予約
応答を受信するステップと、サービスの可用性についてセルラネットワークの装置に応答
するステップとを有し、可用性は、ブロードバンド装置から受信したサービス受付応答に
依存する。
【０００７】
　ブロードバンド装置のインタフェースにおけるブロードバンドネットワークでのリソー
ス可用性は、セルラ装置には可視ではない。基地局装置は、リソースの可用性についてブ
ロードバンド装置に要求する。サービスのリソースの可用性に応じて、基地局装置に予約
され、或いは予約されず、また、セルラ装置に更に許可される、或いは許可されない。
【０００８】
　実施例によれば、この方法は、セルラネットワークの装置でのサービスの中断時に、中
断をブロードバンド装置に示すステップを有する。
【０００９】
　基地局装置は、セルラネットワークの装置でのサービスが終了したときにブロードバン
ド装置に指示する。このことにより、ブロードバンド装置は、そのサービスに予約された
リソースがブロードバンドで現時点で利用可能であることを認識することが可能になる。
【００１０】
　実施例によれば、基地局装置はフェムトセルである。
【００１１】
　実施例によれば、基地局装置は、ブロードバンド装置に含まれる。
【００１２】
　本発明はまた、サービス受付制御を実行するブロードバンド装置での方法に関し、ブロ
ードバンド装置は、ブロードバンドネットワークへのインタフェースと、基地局装置に接
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続するインタフェースとを有し、基地局装置は、セルラネットワークへのインタフェース
を有する。この方法は、ブロードバンドネットワークでのサービスを可能にするために、
基地局装置からリソース予約要求を受信するステップであり、サービスはセルラネットワ
ークの装置により要求されるステップと、リソース予約応答を基地局装置に送信するステ
ップであり、応答はブロードバンドネットワークでのリソースの可用性を示すステップと
を有する。
【００１３】
　実施例によれば、リソースがブロードバンドネットワークで利用可能である場合、サー
ビスが許可され、リソースがブロードバンドネットワークで利用可能でない場合、サービ
スは許可されない。
【００１４】
　実施例によれば、リソース予約要求は、サービスの優先レベルの指示を有し、リソース
がブロードバンドネットワークで利用可能でない場合、ブロードバンド装置は、既に許可
された低い優先度を有するサービスを中断し、要求されたサービスを許可する。
【００１５】
　サービスは優先度でランク付けされる。ブロードバンド装置は、優先レベルに従ってサ
ービスを許可する。低い優先度を備えたサービスが許可され、高い優先度を備えたサービ
スが後に要求されると、高い優先度のサービスを許可するために、低い優先度を備えたサ
ービスがキャンセルされる。
【００１６】
　実施例によれば、この方法は、基地局装置にブロードバンドのリンク状態を示すステッ
プを有する。
【００１７】
　実施例によれば、ブロードバンド装置は、１つより多くの基地局装置に接続され、各基
地局装置は、優先レベルを有し、受付応答は基地局装置の優先度に依存する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の実施例によれば、受付制御機構を提供することにより、利用可能なリンク容量
に関する問題のうち少なくともいくつかを改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　開示される実施例の範囲内に相当する特定の態様が以下に示される。これらの態様は、
本発明が取り得る特定の形式の簡単な要約を読者に提供するために単に提示されており、
これらの態様は、本発明の範囲を限定することを意図しないことがわかる。実際に、本発
明は、以下に示されない様々な態様を包含してもよい。
【００２０】
　本発明は、添付図面を参照して、限定的ではない以下の実施例及び実行例を用いて示さ
れて理解される。
【００２１】
　図１～４において、図示のブロックは単なる機能要素であり、物理的に別の要素に必ず
しも対応するとは限らない。すなわち、これらは、ソフトウェア又はハードウェアの形式
で構成されてもよく、１つ又は複数の集積回路に実装されてもよい。
【００２２】
　本発明の例示的な実施例は、フェムトセル及びゲートウェイで実行されるサービス受付
制御の枠組みに入る。当然に、本発明は、特定の実施例に限定されず、受付制御が２つの
装置の間で共有される他の枠組みにも適用され得る。
【００２３】
　第１の実施例によるシステムが図１に示されている。システムは、加入者宅内設備（fe
mtoCPE1）を有する。femtoCPE1は、ゲートウェイ要素12とフェムトセル要素11とを有する
。フェムトセル要素は、セルラネットワーク2に接続される。femtoCPEは、フェムトセル
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のハードウェア及びソフトウェア機能とゲートウェイ機能との双方を含む完全に統合した
CPEである。セルラネットワークは、UMTS（Universal　Mobile　Telecommunications　Sy
stem）の一式の標準に準拠した無線ネットワークである。当然に、他の形式のセルラネッ
トワーク形式でもよい。
【００２４】
　低レイヤの無線処理及び場合によっては高レイヤ処理（UMTSプロトコルスタック終端等
）の別の処理ユニットのように、フェムトセル動作に特有の専用の物理構成要素が存在す
る。これに関して、統合したプロダクトであっても、依然として物理的及び論理的境界が
存在する。フェムトセル要素は、フェムトセル機能の役目を果たす統合したfemtoCPEの部
分を示す。ゲートウェイ要素は、統合したfemtoCPEの他の全ての機能を有し、すなわち、
既存のゲートウェイプロダクト機能と等価である。
【００２５】
　ゲートウェイ12は、ホームネットワーク（LAN5）及びブロードバンドネットワーク4に
接続される。実施例では、ゲートウェイは、ブロードバンドに接続するためのDSLモデム
を有する。これはDSLゲートウェイと呼ばれ、また、以下ではDSL　GWとも記載される。当
然に、ケーブルモデム、光ファイバ又は衛星モデムのように、他の形式のブロードバンド
接続でもよい。LANはEthernet（登録商標）ネットワークである。当然に、第１の実施例
はEthernet（登録商標）インタフェースに限定されず、フェムトセル要素をゲートウェイ
に接続することを可能にする他の形式の通信インタフェースでもよい。
【００２６】
　フェムトセル要素は、ポイント・ツー・ポイントでDSL　GWに接続される。特に、フェ
ムトセルは、Ethernet（登録商標）インタフェース13を介して接続される。
【００２７】
　DSL　GW要素12及びフェムトセル要素11は、図３及び４に更に示されている。
【００２８】
　フェムトセル要素はセルラ通信モジュール111を有し、セルラ通信モジュール111は、低
レイヤの無線処理及び高レイヤの無線処理を有し、特にUMTSインタフェースを有する。こ
れは、UMTS互換のユーザ装置（以下ではUEと記載する）に接続するように適合される。こ
れは、LANインタフェース（特にEthernet（登録商標）インタフェース）を有するLAN通信
モジュール113を有する。これはまた、呼受付制御モジュール112（CACモジュールと記載
する）を有する。これは、フェムトセルでCACポリシーを管理するように適合され、更に
以下に説明する。
【００２９】
　DSL　GW要素は、WANにインタフェース接続するように適合されたブロードバンド通信モ
ジュール127と、LANと通信するように適合されたLAN通信モジュール124とを有する（特に
Ethernet（登録商標）インタフェース及びDSLインタフェースを有する）。これは、ゲー
トウェイに音声端末を少なくとも接続することを可能にする音声モジュール126を有する
。音声インタフェースは、FXS（foreign　exchange　station）である。当然に、他の形
式の電話インタフェースでもよい。ゲートウェイは、エンドユーザがCPEにインタフェー
ス接続することを可能にするユーザインタフェース123を有する。これは、CPEでの呼受付
を管理する呼受付制御モジュール125を有する。特に、以下に説明するように、呼受付制
御は、フェムトセル及びゲートウェイでの呼受付を管理する。ゲートウェイはまた、容量
プール（capacity　pool）と呼ばれる格納モジュール122を有する。格納モジュール122は
、DSLリンクで利用可能な全帯域を維持管理し、特に音声トラヒックに利用可能な容量を
維持管理するように適合される。
【００３０】
　フェムトセル要素の動作は、ゲートウェイで利用可能な情報により駆動される。この情
報は、DSLのリンク速度である。これはフェムトセルで見ることはできない。これは、実
施例に記載する通信機構を使用して、ゲートウェイによりフェムトセルに通信される。
【００３１】
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　ゲートウェイから、フェムトセルは、ゲートウェイの背後のEthernet（登録商標）イン
タフェースに接続されたLAN装置として考えられる。LANでフェムトセルを一意に検出して
識別するために、ゲートウェイはDHCPオプション60（ベンダクラス識別子）を使用する。
このオプションは、DHCPクライアントのベンダ形式及び構成を特定するために、DHCPクラ
イアントにより使用される。これは、IETF　RFC　2132、DHCP　Options　and　BOOTP　Ve
ndor　Extensionsに規定されている。
【００３２】
　フェムトセル及びゲートウェイは、検出及び識別処理を必要としない他のポイント・ツ
ー・ポイント・インタフェースを通じてfemtoCPEで接続されてもよい。インタフェースは
、工場出荷時のパラメータで設定される。ゲートウェイ及びフェムトセル要素は、femtoC
PEの工場で組み立てられたときに相互を識別する。
【００３３】
　ゲートウェイとフェムトセルとの間の内部通信プロトコルが規定される。通信は、首尾
一貫して（coherent）ゲートウェイからフェムトセルを管理するために必要である。この
機構のいくつかの使用は、フェムトセルでの動作を駆動するために有用なDSLゲートウェ
イに特有の情報を通信するため、及びこの逆である。他の使用は、DSLゲートウェイが管
理目的でフェムトセルにローカルの情報を収集するためである。DSL　GWとフェムトセル
との間に４つの形式の通信モデルが存在する。第１に、DSL　GWはフェムトセルに通知メ
ッセージを送信する。第２に、フェムトセルはDSL　GWに通知メッセージを送信する。第
３に、フェムトセルはDSL　GWが適切な情報で応答する要求を送信する。最後に、DSL　GW
はフェムトセルが適切な情報で応答する要求を送信する。
【００３４】
　第１の実施例によれば、内部通信の通知はTCP/IPパケットで伝達される。フィールドは
以下の表に示される。フェムト内部通信メッセージのフィールドは、TCP/IPヘッダの一部
である。当然にフェムト内部通信メッセージは、フェムトセルとゲートウェイとの間のLA
Nで交換され得る他の形式のパケットにより伝達されてもよい。
【００３５】
【表１】

　フェムト内部通信メッセージのメッセージ形式は、以下の表に示される。
【００３６】
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【表２】

　DSLリンク状態変更通知メッセージは、DSLリンクが停止したためサービスに利用可能で
ないことを警告するために、DSL　GWからフェムトセル要素に送信される。これはまた、D
SLリンクが現在のアップストリーム／ダウンストリームDSLリンク容量と共にアップした
ことを示すために送信される。
【００３７】
　DSLリンク容量照会メッセージは、DSL　GWから実際に利用可能なDSLリンク容量を要求
するために、フェムトセル要素からDSL　GW要素に送信される。
【００３８】
　DSLリンク容量応答メッセージは、DSLリンク容量照会メッセージに応じて実際に利用可
能なDSLリンク容量を伝達するために、DSLゲートウェイからフェムトセル要素に送信され
る。
【００３９】
　容量割り当て要求メッセージは、フェムトセル要素からDSL　GW要素に送信される。新
しい呼（音声又はデータ）が開始すると常に、フェムトセル要素は、DSLリンクに十分な
容量が利用可能であるか否かをDSL　GW要素に要求する。十分なリンク容量が利用可能で
ある場合、DSL　GWは肯定応答で応答する。フェムトセル要素が肯定的な応答を受信する
と、呼設定を進めることができる。不十分なリンク容量しか利用可能でない場合、DSL　G
Wは、否定的な応答を送信し、十分な容量が存在しないため、呼の要求が拒否されること
を示してもよい。DSL　GWはまた、低い優先度のトラヒックを破棄することにより、帯域
を解放してもよい。次に、フェムトセルが肯定的な応答を受信する。このメッセージ交換
の全体の意図は、（特にアップリンク方向で）利用可能なDSLリンク容量を超えることな
く、適切なレベルのQoSがCPEレベルで維持されることを確保することである。主な目的は
、他の形式のトラヒック（例えば、フェムトセル要素での3Gデータセッション及びPCでの
LANトラヒック等）の存在又は不在に拘らす、何れかの要素での音声トラヒックを良好なQ
oSレベルで維持し続けることである。このことは、他の遅延に影響のないトラヒック（い
ずれか一方のデータトラヒック等）を抑えることを含んでもよい。音声トラヒックは、回
線交換サービス（CSサービス）でもよく、パケット交換サービス（PSサービス）でもよい
。典型的なCSサービスは音声であり、典型的なPSサービスはデータである。DSL　GWは、x
DSL回線をDSLAMに終端する。これは、現在利用可能なxDSLリンク容量を認識している。こ
れはTR-069パラメータに規定されている。TR-069は、CPE　WAN管理プロトコルにおけるDS
L　Forum　Technical　Reportである。
【００４０】
　容量割り当て解除要求メッセージは、フェムトセル要素からDSL　GW要素に送信される
。これは、既存の呼が終了すると常に送信される。DSLリンク容量を維持管理するDSL　GW
要素は、イベントを考慮し、その容量を将来に他の呼で利用可能にする。
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【００４１】
　容量割り当て／割り当て解除応答メッセージは、容量割り当て要求及び容量割り当て解
除要求メッセージへの応答として、DSL　GW要素からフェムトセル要素に送信される。
【００４２】
　リセット／リブート・工場出荷時リセットメッセージは、DSL　GWがローカルCLI/GUIか
ら又はTR-069を介して遠隔からこのような動作を行うコマンドを受信したことを通知する
ために、DSL　GWからフェムトセル要素に送信される。意図は、DSL　GWがリセットを行う
ため、サービス中断が生じることをフェムトセル要素に通信することである。意図はまた
、フェムトセル要素が適切な動作を行うことを起動することである。工場出荷時のリセッ
トの場合、DSL　GWの構成は工場出荷時に戻される。
【００４３】
　UE状態照会メッセージは、フェムトセル特有の情報を収集するために、DSL　GWからフ
ェムトセル要素に送信される。UE状態応答メッセージは、フェムトセル特有の情報を含ん
で、照会への応答としてフェムトセル要素から送信される。
【００４４】
　UE状態応答メッセージは、フェムトセル特有の情報を含んで、照会への応答としてフェ
ムトセルから送信される。IMSI長（International　Mobile　Subscriber　Identity　len
gth）は任意選択である。IMSI-xも同様に任意選択である。ゼロ以上のこの情報要素が繰
り返されてもよい。フェムトセルに現在キャンプ（camping）しているUEが存在しない場
合、このメッセージにフィールドは存在しない。
【００４５】
　通信メッセージは以下の表にまとめられる。
【００４６】
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【表３】

　DSL　GW要素は、CPEレベルで合計の容量を管理及び維持する。容量プールに移されて戻
された容量は、呼の形式に依存する。
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【００４７】
　DSL　GW及びフェムトセル要素は、クライアント－サーバ関係を形成し、呼処理リソー
スを管理する。DSL　GWはマスターであり、フェムトセルはクライアントである。CPE内の
単一のポイントは、CPEレベルでの全体のトラヒックレベルを併せて管理する。このこと
は、合計のトラヒックがDSLリンク容量内に留まることを確保する。呼がフェムトセルで
の3G　GSP/PSサービスであれ、DSL　GWのFXSポートを介したものであれ、音声呼がデータ
呼より高い優先度を与えられるように、サービス品質は適切に処理される。
【００４８】
　この方法は、更に図５及び６に示されている。UMTS呼制御シーケンス内でのリソース管
理メッセージ交換の正確なタイミングは、実装依存であり、この文献の範囲外である。
【００４９】
　新しい呼（CS/PS又は音声／データ）が要求されると常に（ステップS11及びS12（開始
又は終了））、フェムトセル要素は、DSL　GWに容量を要求する（S13）。DSL　GWは、既
存の合計のトラヒック負荷と新しい要求とを考慮し、フェムトセル要素により新しい呼の
要求を許可するか拒否するかを決定する（S14）。
【００５０】
　要求された容量が許可されると、フェムトセルは、保留中の呼シーケンスを進める（S1
5）。拒否されると、フェムトセルは、保留中の呼シーケンスを中断する必要がある（S16
）。このリソース要求／応答は、呼設定シーケンスの開始時のUMTS呼確立に関係する。UM
TS呼確立は、UTMS無線アクセスネットワークアプリケーション部のプロトコルを使用する
。
【００５１】
　呼は進行中になる（S21）。フェムトセルは、切断の要求を受信する（S22）。呼は解放
される（S23及びS24）。フェムトセル要素は、DSL　GW要素に容量の解放を要求する（S25
）。DSL　GWは、対応する容量を容量プールに戻し、将来の呼に利用可能になる（S26）。
【００５２】
　当然に、前述の内部通信メッセージは限定的ではない。拡張されてもよく、結合されて
もよく、変更されてもよい。
【００５３】
　第２の実施例によれば、フェムトセル及びゲートウェイは同じ装置内にない。これが図
２に示されている。フェムトセル11は、LAN5に接続される。これは、Ethernet（登録商標
）インタフェースを介してゲートウェイに接続される。フェムトセル検出、通信インタフ
ェースについて第１の実施例で示した特徴は、第２の実施例にも当てはまる。
【００５４】
　実施例は、ゲートウェイに接続されたフェムトセルの枠組み内に入る。当然に、本発明
は１つのフェムトセル及び１つのゲートウェイに限定されない。ゲートウェイに接続され
た１つより多くのフェムトセルにも適用可能である。また、１つより多くのゲートウェイ
に接続されたフェムトセルにも適用可能である。
【００５５】
　ゲートウェイに接続された１つより多くのフェムトセルの場合、受付制御は、ゲートウ
ェイとフェムトセルとの間で共有される。フェムトセルの間及びフェムトセルでのトラヒ
ックの間に優先度が設定されてもよい。
【００５６】
　１つより多くのゲートウェイに接続されたフェムトセルの場合、フェムトセルは、ブロ
ードバンドリンク状態に従ってゲートウェイを選択する。これは、見込みのあるゲートウ
ェイに容量要求を送信する。
【００５７】
　詳細な説明、特許請求の範囲及び図面に開示されたものは、独立して提供されてもよく
、如何なる適切な組み合わせで提供されてもよい。必要に応じて、特徴は、ハードウェア
、ソフトウェア又はこれらの組み合わせで実施されてもよい。
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【００５８】
　“一実施例”又は“実施例”への言及は、実施例に関して説明した特定の特徴、構造又
は機能が本発明の少なくとも１つの実装に含まれ得ることを意味する。明細書の様々な場
所における“一実施例では”という言葉が現れることは、必ずしも常に同じ実施例を示し
ているとは限らず、必ずしも他の実施例と相互に排他的でない別の実施例又は代替実施例
であるとも限らない。
【００５９】
　特許請求の範囲にある参照符号は例示目的に過ぎず、特許請求の範囲の効果を限定しな
い。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】第１の実施例によるシステムのブロック図
【図２】第２の実施例によるシステムのブロック図
【図３】実施例によるフェムトセル要素のブロック図
【図４】実施例によるゲートウェイのブロック図
【図５】実施例による接続設定を表すフローチャート
【図６】実施例による接続解放を表すフローチャート
【符号の説明】
【００６１】
　１　femtoCPE
　２　セルラネットワーク
　４　ブロードバンドネットワーク
　５　LAN
　１１　フェムトセル
　１２　ゲートウェイ
　１３　インタフェース
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